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スズラン科ヤブラン属（LjrjOpe）のヤブランＬ・加卿scarjは、簡枝を持たない

ことで同属のコヤブランＬｍｃａｒａと区別される。これら二種には、それぞれ二

倍体、四倍体、六倍体からなる種内倍数j性が知られているが、近縁種間で並行

してみられる倍数性がどのように生じたかは明らかではない。本研究では、葉

緑体ＤＮＡハプロタイプの解析によってヤブランとコヤブランの系統関係を推定

し、葡枝の有無との関係や、倍数体の起源について明らかにすることを目的と

した。

葉緑体ＤＮＡのｍｚＴＬ領域、〃〃Ｌ－Ｆ領域、叩Ｂ－ｒ６ｃＬ領域、〃"Ｋ５，イントロ

ン領域の塩基配列に基づいて解析をおこなった結果、全部で１１個のハプロタイ

プが検出され、このうち５個が２種に共有された。同じ地域に分布するヤブラ

ンとコヤブランがハプロタイプを共有する傾向がみられたことから、それぞれ

の種で祖先多型が保持されているというよりも、異なるハプロタイプで独立し

て葡枝の獲得･欠失が生じたと考えるのが妥当である。ネットワーク樹からは、

広域に分布する中心的なハプロタイプから、それぞれの地域で異なるハプロタ

イプが派生した可能性が高いと考えられた。

染色体数の算定の結果、ヤブランとコヤブランについてこれまでの報告と同

じ二倍体、四倍体、六倍体が、コヤブランについては五倍体が新たに算定され

た。ヤブランとコヤブランのサイトタイプの分布をみると、明瞭な地理的構造

は示されなかった。５つのハプロタイプ内に倍数レベルの多型が見られ、倍数レ

ベルに応じたハプロタイプのまとまりはみられなかった。葡枝の有無と同様に、

分布域の異なる複数のハプロタイプ内で、最低でも四倍体形成が２回、六倍体

形成が４回、独立して生じたものと考えられた。

ヤブランとコヤブランに見られる形態や染色体レベルの多型は、広範にわた

るハプロタイプの分散・定着の過程と、各地域に定着したハプロタイプ内で葡

枝の獲得・欠失や倍数化が多所的に生じたことにより形成されたものと考えら

れる。


